
■北海道大、８度目の全日本挑戦も初戦突破ならず

全日本大学アメリカンフットボール選手権の１回戦が１１日、行われ、岐阜市の長良川
球技メドウで名城大（東海地区）と対戦した北海道大は６－３３で敗れた。決勝が甲子園
ボウルとなる同選手権は今年で１４回目。２年連続８度目の出場の北海道大は、念願だっ
た初戦突破を今年も逃した。
北海道大は第１Ｑ１分、名城大に２５ヤードＴＤパスで先制を許した。北海道リーグで

鉄壁を誇ったＤＢ陣が相手エースＷＲに振り切られた。北海道大は続く攻撃シリーズで自
陣３０ヤードから、ＲＢ榊琢也（４年、札幌東高）の連続ランで前進。敵陣１ヤードまで
攻め込んだが、ＴＤを狙ったパスが決まらず、絶好の反撃機を逃した。

第２Ｑは、北海道大ＤＬ石生晶也（１年、大阪・高槻高）のＱＢサックなど序盤は守備
合戦になったが、８分に名城大に再びパスで追加点を奪われた。北海道大も１１分、ＷＲ
／Ｋ日高耀（４年、福岡・北筑高）が４０ヤードのＦＧを狙ったが、惜しくも失敗。前半
を０－１３で折り返した。
第３Ｑも立ち上がりはＤＬ浅井聡太（４年、東京・都立西高）のＱＢサックもあり、一
進一退の攻防になったが、１０分に３ヤードランで名城大にＴＤを許した。直後のキック
オフでは捕球ミスで攻撃権を名城大に奪われると、第４Ｑ３分に３８ヤードのＴＤパス
を決められた。その２分後にはＱＢ神田智史（２年、東京・麻布高）のパスがインター
セプトされ、ランＴＤに結びつけられた。
北海道大が意地を見せたのが第４Ｑ１０分、ＱＢ神田からＷＲ宮崎大地（４年、兵庫星
陵高）へ２０ヤードのＴＤパスが決まり６点を返したが、反撃が遅すぎた。
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北海道大の降梁祐介ヘッドコーチは「全国の強豪をイメージして練習してきたが、カ
バー仕切れずに名城大に許した先制ＴＤなどレベルの違いを克服できなかった。敵陣１
ヤードまで攻め込んだ場面もしょうもない反則でふいにした。自滅だった」と悔しがり、
最後に意地を見せたものの得意のパス攻撃を封じられたＷＲ宮崎も「相手守備選手２人
にカバーされ、かいくぐれなかった。悔しいというより情けない」と残念がった。
力走を見せたＲＢ榊は「立ち上がりは前が空き、走りやすかった。自分の足で同点にで

きていれば、試合展開も変わっていた。実力不足」と口元を引き締めた。ＱＢ神田も「榊
さんのランが通ったので続けた。あそこでＴＤが取れていたら」と残念がった。
念願の勝利を逃して、主将のＤＬ大島夕輝（４年、札幌国際情報高）は「守備はすべて
のプレーがあと一歩だった。全国との差を超えられると思っていたのだが」と振り返り、
故障でサイドラインから見守ったＱＢ山本康介（３年、奈良・奈良学園登美ケ丘高）は「早
い段階で１本ＴＤが取れていたら、さらに２、３本取れた試合だった。来年はＴＤを取り
切るチームにしたい」と巻き返しを決意していた。

【記録】
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